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1 はじめに

辞書と文献の山を机に広げ、ペンを握って文章を書

くという旧来のスタイルと違い、現代では計算機上で

辞書や文献を参照しながら、キーボードを用いて文章

を書くことができる。しかし、作文と検索の過程には

依然として障害があり、理想的な作文環境にはほど遠

い。作文の過程を、言葉を探すという行為の連続と捉

えれば、作文と検索は密接に結びついているといえる。

本研究では、この関係に注目し、検索技術を用いた作

文支援の手法を提案する。

2 作文における検索の必要性

人間の記憶力は限られているため、作文の際にはさ

まざまな外部の情報を必要とする。辞典や事典は人間

の記憶力を補うための外部記憶といえる。また、技術

的な文書を執筆する際には、インターネット上などの

情報を検索して利用することが多い。作文における情

報利用の典型的な流れを次に示す。

1. 情報を検索

2. 情報をコピーアンドペースト

3. 情報を加工

4. 加工した情報を元に文章を仕上げる

この過程ではテキスト編集と情報検索の 2つの作業

を要する。しかし、現在の作文環境では、これらの作

業をスムーズに行うことができない。たとえば、イン

ターネット上の情報を利用するには、テキストエディ

タ (またはワープロ)から離れて、Webブラウザに移

動して情報収集を行い、再びテキストエディタに戻っ

て、見つけた情報をペーストする必要がある。この一

連の作業には手間がかかり、人間を疲労させる。

このような不便は検索と作文の過程が統合されてい

ないことに起因する。我々は検索と作文をなめらかに

統合することによって、よりよい作文環境が実現でき

ると考えている。

3 検索技術

土台となる検索技術として、これまでに、3つの実

用的な検索システム Namazu1, Sary2, Migemo3 の実装

に取り組り組んできた。いずれもインターネット上か

ら入手可能である。

� Namazu 大量の文書を高速に全文検索するソフト

ウェア。元々は高林 [10]によって開発されたが、

現在は有志による共同開発が行われている。

� Sary 巨大な文書を高速に全文検索するための

ライブラリおよびツール。データ構造に Suffix

Array[3][9]を採用している。

� Migemo 動的パターン展開による漸進的検索を実

現するための検索インターフェイス。 Emacs[5]

(テキストエディタ)用の拡張モジュールとして実

装した。

Vast Quantities of Documents Large Document
Namazu Sary

Interactive Search Interface:Migemo

1http://www.namazu.org/
2http://sary.namazu.org/
3http://migemo.namazu.org/



4 検索技術を用いた作文支援

前節で取り上げた検索技術を用いて、我々は次のよ

うな作文支援に取り組んできた [6]。

�検索と連動したコピーアンドペースト 「検索→

文を選択→コピーアンドペースト」という 3つ

のステップを、「検索しながら文を選択してその

まま貼りつける」という 1 つのステップに統合

した。

�入力予測 増井 [4]は利用者の過去の入力に基づい

て次の単語を予測する入力方式 POBoxを提案し

ている。我々は、静的な辞書を利用する代わりに、

過去に入力したすべてのテキストを動的に検索す

るという手法で入力予測を試みた。

�例文検索 母語でない言語で作文をする際には、頻

繁に辞書を利用する。しかしながら、辞書に載っ

ている例文には限りがあり、特に専門用語の用例

は皆無に近い。そこで、我々は専門家によって書

かれた大量の論文から適切な例文を漸進的に検索

するシステムを構築し、テキストエディタへ統合

した。

�文章表現の検証 利用者の入力した表現が自然か

どうか、ネイティブの書き手によって書かれた大

量の文書と照合して検証するシステムを構築し、

例文検索とともにテキストエディタへ統合した。

�日本語の漸進的な検索 Emacs などのテキストエ

ディタでは、利用者が 1文字入力するたびに検索

を進めていく、漸進的な検索が行える。しかし、

日本語では、一般に、入力にかな漢字変換を必要

とするため、このような漸進的な検索は行えない。

我々は日本語の漸進的な検索を実現するために、

動的パターン展開という手法を考案した。

本稿では、上に挙げた作文支援システムの中から、

日本語の漸進的な検索および、その基盤となる動的パ

ターン展開について詳しく取り上げる。

5 日本語の漸進的検索

Emacsなどのテキストエディタでは、利用者が 1文

字入力するたびに検索を進めていく、漸進的な検索 (in-

cremental search)が行える。下の図は ‘scheme’という

単語を漸進的に検索した過程である。
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的のテキスト位置に到達している4。普通のキーワード

検索では最低でも
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とする。漸進的な検索では ‘floccinaucinihilipilification’

のような長い単語でも最初の数文字を打つだけで検索

できる。

しかし、日本語で漸進的検索を行おうとすると、か

な漢字変換という壁につきあたる5。漸進的検索では 1

文字入力するたびに検索を進めていくという点が重要

だが、かな漢字変換には、ある程度まとまった単位の

入力が必要であるため、スムーズな漸進的検索は行え

ない。

そこで、我々は動的パターン展開という手法を考案

し、日本語の漸進的検索を実現した。動的パターン展

開とは、利用者が 1文字入力するたびに動的に正規表

現のパターンを展開して検索する手法である。下の図

はキーワード「活発」を動的パターン展開によって漸

進的な検索を行っている過程である。
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5T-Code[2], TUT-Code[8]といった、漢字を直接に入力する方式
もあるが、一般的ではない。
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この例では、利用者は
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目的のテキスト位置に到達している。かな漢字変換を

行う検索では、
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�KANA と 11打鍵を要したはずである6。

6 動的パターン展開

上の「活発」の漸進的検索に対応する動的パターン展

開は、SKK[1]の辞書を用いて、次のように行われる。
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テキストエディタ上では、上のように展開された正

規表現のパターンを元にして実際の検索が行われるが、
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な漢字変換を行うキー操作である。

利用者からは動的パターン展開の過程は隠されている

ため、通常の漸進的検索とまったく同じように操作で

きる。1 文字目の ‘k’を展開した 5,085バイトの巨大

なパターンはテキストの多くの位置にマッチするが、

‘ka’、‘kap’と入力を進めていくにつれてパターンは小

さくなり、マッチする位置は限られていく。

動的パターン展開による日本語の漸進的検索では、

かな漢字変換の作業に煩わされることなく、スムーズ

に検索が行える。 ‘kikai’で検索をすると「機械」「機

会」「奇怪」「器械」のすべてにマッチするという問題

が起こり得るが、不適切なマッチは
�
�
�
�ˆS で即座にスキッ

プできるので、大きな問題にはならない。一方、通常

のキーワード検索では「こんにちは」で検索をかける

と「今日は」は見つからないが、動的パターン展開で

‘konnnitiha’で検索すれば両方とも見つかるという利

点がある。

動的パターン展開にかかるコスト

漸進的検索では、利用者にストレスを与えない高速

な処理が不可欠である。Migemoでは、利用者の 1文

字単位の入力に追従するために、 ‘a’、 ‘k’、 ‘s’など

の短い文字列に対しては、辞書から動的に正規表現を

生成する代わりに、あらかじめ生成した正規表現を用

いて、実用的な速度を実現している。しかし、動的パ

ターン展開にかかるコストは計算機が高速になるにつ

れて無視できるようになると予想できる。増井 [7]は

計算機資源をふんだんに活用して、優れたソフトウェ

アを開発する手法「富豪的プログラミング」を提唱し

ている。

ところで、日本語を漸進的に検索する別の方針とし

て、検索するたびにテキストの内容全体をローマ字に

変換し、得られたローマ字列に対して検索するという

手法が考えられる。しかし、この方法は、テキストが

大きくなるとすぐに破綻する。

動的パターン展開の問題点

動的パターン展開では、辞書を利用して正規表現を

生成するため、辞書に載っていない言葉は検索できな

いという問題がある。また、現在の実装では単語単位

の検索にしか対応していないため、‘genzainojissou’で



「現在の実装」を検索するような、複数の単語にまた

がる検索は行えない。この問題は連文節によるかな漢

字変換を内部的に行うことで解決できる。通常の日本

語入力に用いるかな漢字変換では適切な変換候補を利

用者に提示する必要があるが、漸進的検索のための内

部的なかな漢字変換では候補の順序を最適化する必要

がないため、簡単に実現できると考えている。

動的パターン展開の応用

動的パターン展開による漸進的検索は日本語に限ら

ず、中国語などの、文字入力に変換を要する言語一般

に適用できる。また、入力の読みと検索対象が一致し

ないような一風変わった応用も考えられる。次の例で

は、英和辞書を使って、 ‘information’という英単語で

「情報」を検索している。

これは、日本語を学習している英語圏の利用者にとっ

て便利なだけでなく、日本語を母語とする者にとって

も役立つ。たとえば、「ソフトウェア」を検索すると

きは、カタカナ読みの ‘sofutouxea’を入力するよりも、

元の英単語の綴りである ‘software’を入力する方が自

然である。実際、Migemoで利用している SKKの辞書

には両方の読みが含まれているため、どちらの読みで

も検索できる。他にも、人名辞書や地名辞書を使って

人名、地名にだけマッチする漸進的検索などの応用が

考えられる。

このように、動的パターン展開は、これまで漸進的

な検索が困難であった検索対象に対して、幅広く適用

できる。さらに、テキストエディタ上の文字列検索だ

けでなく、一般的な情報検索システムのフロントエン

ドとしての応用も考えられる。従来の情報検索システ

ムでは、検索質問の全体を入力してから検索を実行す

るものが多かったが、計算機の性能が向上していくに

したがって、検索質問を入力しているそばから漸進的

に検索を進めていく手法が適用可能になりつつある。

7 おわりに

本稿では、我々が取り組んできた、検索技術による

作文支援を概説し、その 1つである、動的パターン展

開による日本語の漸進的検索を詳しく取り上げた。今

後は、高度な文字列検索とともに、品詞情報などの言

語知識を活用した、より柔軟な作文支援を追究してい

くつもりである。
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